
第１章 数と式 １・整式

７ １ 整式とその加減（その３）

（１／５）■ 整式の加法・減法③ ■

整式の加法・減法混合算

★解法の技術★

Ａ＝χ２－２χｙ，Ｂ＝ｙ２＋３χｙ－２χ２，Ｃ＝－３＋５χ２ のとき，次の計算

をしなさい。

(1) Ａ＋Ｂ－２Ｃ (2) (Ａ－Ｃ)－(Ｂ－Ｃ)

【考え方】Ａにχ２－２χｙ，Ｂにｙ２＋３χｙ－２χ２，Ｃに－３＋５χ２ を，それぞれ

かっこをつけて代入します。そして，かっこの前に数があるときは，下の分配法則

を使ってかっこをはずします。

分配法則 ｍ(ａ＋ｂ)＝ｍａ＋ｍｂ

(2) のように，与えられた式に，同じ整式が何度も出てくるときは，まず，その

式を，次のように，できるだけ簡単にしてから代入すると，楽に計算できます。

(Ａ－Ｃ)－(Ｂ－Ｃ)＝Ａ－Ｃ－Ｂ＋Ｃ＝Ａ－Ｂ

［考える手順］ ［答 案］

１ (1) Ａ＋Ｂ－２Ｃ

＝(χ２－２χｙ)＋(ｙ２＋３χｙ－２χ２)－２(－３＋５χ２)

２ かっこをはずす ＝χ２－２χｙ＋ｙ２＋３χｙ－２χ２＋６－１０χ２

３ ＝(１－２－１０)χ２＋(－２ｙ＋３ｙ)χ＋ｙ２＋６

＝－１１χ２＋χｙ＋ｙ２＋６

(2) (Ａ－Ｃ)－(Ｂ－Ｃ)

０ 与式を簡単にする ＝Ａ－Ｃ－Ｂ＋Ｃ

＝＝Ａ－Ｂ

１ ＝(χ２－２χｙ)－(ｙ２＋３χｙ－２χ２)

２ かっこをはずす ＝χ２－２χｙ－ｙ２－３χｙ＋２χ２

３ ＝(１＋２)χ２＋(－２ｙ－３ｙ)χ－ｙ２

＝３χ２－５χｙ－ｙ２

降べきの順に，同

類項をまとめる

降べきの順に，同

類項をまとめる

大文字を（ ）に置

きかえ，その中に

整式を代入する

大文字を（ ）に置

きかえ，その中に

整式を代入する

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 １・整式

７ １ 整式とその加減（その３）

（２／５）■ 整式の加法・減法③ ■

◇《整式の加法・減法混合算》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

Ａ＝χ２－ χ＋２，Ｂ＝１＋２χ－４χ２，Ｃ＝ χ２＋５のとき，次の計算をしなさい。

(1) Ａ－Ｂ＋Ｃ (2) ２Ａ－ Ｂ＋ Ｃ

【考え方】大文字をかっこに置きかえてから，その中に整式を代入します。

その後，かっこをはずし，降べきの順に同類項をまとめます。

［答 案］

１

３

１

４

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 １・整式

７ １ 整式とその加減（その３）

（３／５）■ 整式の加法・減法③ ■

◇《整式の加法・減法混合算》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

Ａ＝ａ２－ ａｂ＋５ｂ２，Ｂ＝ｂ２－６ａｂ＋８，Ｃ＝－ ａｂ＋２ｂ２ とき，次の計

算をしなさい。

１ １ １
(1) Ａ＋Ｂ－Ｃ (2) － Ａ＋ Ｂ－ Ｃ

４ ３ ２

［答 案］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 １・整式

７ １ 整式とその加減（その３）

（４／５）■ 整式の加法・減法③ ■

◇《整式の加法・減法混合算》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

Ａ＝２χ２＋ χ＋１，Ｂ＝－５χ２＋３χ＋１，Ｃ＝７χ＋ χ２ とき，次の計算をし

なさい。

(1) Ａ－Ｂ－(Ｂ－Ｃ) (2) Ａ－２Ｃ＋２(Ｂ＋Ｃ)

【考え方】与式を簡単にしてから，整式を代入します。

［答 案］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 １・整式

７ １ 整式とその加減（その３）

（５／５）■ 整式の加法・減法③ ■

◇《整式の加法・減法混合算》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

Ｐ＝χ２＋ χｙ＋３ｙ２，Ｑ＝２χ２＋３χｙ＋ｙ２，Ｒ＝３χ２＋χｙ＋ ｙ２ とき，

次の計算をしなさい。

Ｐ－[２{３Ｐ＋(Ｑ－２Ｒ)}－３(２Ｐ－Ｒ)]

【考え方】まず，Ｐ－[２{３Ｐ＋(Ｑ－２Ｒ)}－３(２Ｐ－Ｒ)]のかっこを内側からはずして

簡単にします。

［答 案］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




